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第１９回東亜同文書院記念基金会授賞式 
記念賞推薦のことば・受賞挨拶 
 
期間  2013年1月25日（金） 
場所  霞が関コモンゲート西館37階 霞山会館霞山の間 
 
 
第 19 回東亜同文書院大学記念基金会授賞式が 1 月 25 日、霞山会館にて催されました。 
この顕彰事業は、東亜同文書院記念基金会によるものであり、その目的は、東亜同文書院およびそ
の経営母体であった東亜同文会にかかわる研究や調査成果、および啓蒙的活動のうち、顕著な実績を
認められた個人、団体や組織を顕彰するものです。東亜同文書院記念基金会を構成する滬友会（書院
同窓会。2007 年解散）、霞山会、愛知大学東亜同文書院大学記念センターからの推薦により同理事会
において選出しており、1993 年の第１回表彰以来、本年度で第 19 回目となります。 
これまで、書院生の大旅行に関する研究成果や東亜同文会の資料に基づく研究、東亜同文書院や
東亜同文会の出版物のデータベース化事業、東亜同文書院生や卒業生による日中交流に関するメデ
ィア報道、その他日中交流の活発な活動などの成果に対して顕彰してまいりました。 
第19回となる今回は、奨励賞として、有森茂生氏（昭和52年法経学部卒）と保坂治朗氏（元中央大学
附属高校教諭）が選ばれました。 
 ここでは、高瀬恒一氏、馬場毅氏による推薦のことばと、有森茂生氏、保坂氏（ご子息が代理出席）の
受賞挨拶、そして保坂氏と同じく中央大学付属高校教諭でおられる饗塲氏によるあいさつを紹介させて
いただきます。 
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〔受賞挨拶〕 
 
奨励賞受賞者 挨拶 
 
                愛知大学法経学部昭和 52年卒 有森 茂生 
 
有森でございます。このたび思いがけない立
派な賞をいただき、ありがとうございます。とても
光栄に思っていますが、誰でもやろうと思えば
できることなので恐縮しております。本人が一番
びっくりしておりまして、最初は電話をいただい
たときに狐につままれたような思いをして、「実
は間違いでした」という連絡が来そうな気がして
おりました。私がなぜ東亜同文書院・東亜同文
会に関心を持つようになったかといいますと、も
ともと文学部史学科へ入って博物館学芸員の資
格を取りたいと思っていましたが、昭和 47 年受
験浪人となった年の 9 月に日中共同声明があり
まして、浪人中だったのでテレビ中継を見続け
て義勇軍行進曲が流れる共同声明の状況を感
激しながら見守っていました。その影響の結果、
翌年の昭和48年4月愛知大学法経学部中国法
律専攻を受験した結果入学することが出来まし
た。第一外国語は中国語で、東亜同文書院ゆ
かりの鈴木擇郎先生に中国語を教えて頂いてま
したが中国語は再履修を繰り返しながら何とか 4
年で卒業できたのを想い出します。その後、入
学時から中国に行くのが夢でしたが昭和 52 年
に卒業してから 2 年後にやっと上海に行けまし
た。大阪から香港経由で広州から上海へ飛んで
行くルートでした。上海での入国通過は古いビ
ルの中に事務机がポツン置かれたところで受け
ました。  
団体旅行には中国側から通訳が 1名、あと公
安関係らしいお目付が 1 名付き、ずっと旅行中
同行していたものです。上海市の中では文化大
革命のスローガンが書かれた赤い垂れ幕が上
海大厦にも垂れ下がっていて、「プロレタリア階
級は立ち上がろう」、そんなスローガンが上海駅
建物にも付いていました。 
その後、数年ずっと上海行きを続けていく中
で現地の友人ができ、その友人たちと交信して
いく中で、ある友人から「昔の上海の地図を集め
ているんだが、現地では建国後なかなか後新し
い地図が出版されないので昔の地図が使い続
けられた結果、昔の地図はぼろぼろのものしか
手に入らない。ついては日本で昔の上海の地
図それを手に入れてほしい」と依頼されまして、
その時から合わせて上海東亜同文書院の資料
とかを一緒に集め始めたのが今につながったと
思います。 
そういうかたちで、愛知大学のルーツを上海
東亜同文書院に求め、その思いで史料収集を
続けながら記念センターへ提供しています。ア
ジアに羽ばたく寮歌祭にも参加させて頂きまし
たが、寮歌「長江の水」「逍遥歌」を唄い継ぐ事
で東亜同文書院～愛知大学予科の先輩の思い
をずっと伝承していけると確信しており唄い継ぎ
たいと思っております、これからも宜しくお願い
します。本日はどうもありがとうございました。  
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〔推薦の辞〕 
 
東亜同文書院基金奨励賞 
有森茂生 殿 
 
                書院 41 期生 高瀬 恒一 
 有森茂生氏は、愛知大学卒業生でして、東亜
同文書院大学に対し、深い関心を持ち、かねてか
ら関連する資料を収集され東亜同文会や東亜同
文書院に関する多くの資料を東亜同文書院大学
記念センターに寄贈下さいました。その中のごく
一部の資料を以下にご紹介します。いずれも東
亜同文会または東亜同文書院の歴史を考える上
で貴重な品々と思います。 
 
１．「南京同文書院開院式」 
雑誌『太陽』に掲載されていたもので、南京同
文書院の様子を知ることができる貴重な資料です。
１枚目は教師と生徒一同の記念写真、２枚目は劉
坤一両江総督（代理）が祝辞を述べている写真で
す。南京同文書院の開院式は 1900 年 （明治 33
年）5 月 12 日に行われました。雑誌『太陽』は、出
版社は博文館で、明治後期から昭和初期にかけ
て総合雑誌の王者といわれました。 
 
２．「上海東亜同文書院第二回卒業式」 
上海東亜同文書院桂墅里校舎の卒業生に対
する卒業証書授与の様子が写っています。卒業
式は明治38 年（1905 年）4 月9 日挙行され、卒業
生は７６名だったそうです。これも雑誌「太陽」に掲
載されたもののようです。 
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３．「下賜金御沙汰書」 
 
「東亜同文書院大学史」にも宮内省から二千円
が下賜されたことが記されており、それを裏付け
る資料です。明治41 年10 月8 日の日付です。 
 
４．「在上海東亜同文書院新校舎全景」 
 虹橋路校舎が完成した直後に作製された写真
です。校舎や正門のほか、農工科校舎・農工科実
験場・職員住宅・医局及び病院・厩舎兼馬小屋・
学生倶楽部及び食堂・寄宿舎２棟・中国人宿舎・
武道場などすべての施設が紹介されているようで
す。珍しい写真です。 
 
 
５．「中国人デモ行進の写真」 
 上海市内をデモ行進している中国人の一群で
す。この写真には「同文書院中華学生部」の横断
幕も見えます。中華学生部学生の行動の一端をう
かがい知ることのできる、極めて珍しい写真で
す。   
 
６．「牧野伸顕 東亜同文会長の第２６期生卒業
祝辞 草稿」 
 
祝辞 
茲ニ東亜同文書院第二十六回卒業ノ盛典ヲ挙グ
ルニ際シ一言以テ卒業生諸君ニ告ゲントス 
諸君蛍雪四年ノ功成リテ今日卒業ノ栄ヲ荷フ是レ
独リ諸君一身ノ栄誉ナルノミナラズ叉本会ノ欣幸ト
スル所ナリ然レドモ今ヤ世界ノ大勢ハ益々複雑ニ
シテ諸君ノ前途ニハ幾多ノ険難有リ諸君能ク書院
ノ使命ニ鑑ミ勇往邁進各自ノ針路ヲ開拓シ難ヲ排
シ険ヲ除キ近クシテハ以テ中日両隣交ノ大誼ヲ全
ウシ遠クシテハ以テ人類ノ福利ヲ厚ウセバ其ノ一
世ニ貢献スル所以ノ道モ自ラ茲ニ全シト謂フベシ
本会諸君ニ嘱望スル所亦此レニ外ナラズ諸君須
ラク此ノ意ヲ体シ乾々トシテ任務ニ尽瘁セヨ 
聊カ蕪辞ヲ述ベテ祝辞ニ代フ 
財団法人東亜同文会会長 
伯爵 牧野伸顕 
 
７．「近衞文麿 東亜同文書院院長の第２６期生
卒業告辞 草稿」 
告辞 
本日東亜同文書院第二十六期卒業ノ式典ヲ挙行
ス此ノ盛典ニ臨ミ親シク相見ユルヲ得ザルヲ遺憾
トス 
顧ミレバ諸君在学四星霜蛍雪ノ功空シカラズ学徳
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共ニ優ナリ茲ニ衷心ヨリ諸君ノ卒業ヲ祝ス惟ウニ
諸君ノ前途ニハ幾多ノ険難有リ諸君須ラク本院教
学ノ趣旨ヲ体シ将来益々日支両国ノ和親発展ニ
努力センコトヲ切望ス 
東亜同文書院院長 
公爵 近衞文麿 
 
 
８．「根津一先生タペストリー」 
 タペストリー下方に「中華民国杭州華盛絲織廠」
として製作場所が記されています。 
 
 
 
９．「杉浦重剛先生小型ブロンズ胸像」 
 
 
１０．「杉浦重剛先生還暦記念はがき」（大正４年） 
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１１．近衞篤麿公書幅「成名毎在窮苦日敗事多因
治志時」 
中国の古典「菜根譚」の一首で、名を成すは、
苦しい中で前向きにがんばった時にこそ起こり、
事に敗れるは、得意になって慢心・油断の気持ち
になっている時に起こる、という意味だそうです。 
 
１２．近衞文麿公書幅「行義以達其道」 
「論語」の一節 孔子曰く、「善を見ては及ばざ
るが如くし、不善を見ては湯を探るが如くす。吾そ
の人を見る、吾その語を聞く。隠居して以てその
志を求め、義を行いて以てその道に達す。吾その
語を聞く、未だその人を見ず」からとったもので
す。 
 
 
 
１３．「東亜同文書院院歌・寮歌レコード（徳山璉歌）」 
昭和１５年６月発行の『滬友学報』第３号に記述
があり、書院創立４０周年を記念して製作されたよ
うです。 歌っている徳山たまきは戦時中有名な
歌手でした。                                                 
 
１４．「東亜同文書院寮歌レコード（昭和50 年代作製）」 
 
  
有森茂生氏は、以上の資料を鋭意収集し、東
亜同文書院大学記念センターに寄贈くださり、も
って東亜同文会および東亜同文書院の歴史を明
らかにする上での貴重な貢献をされました。 
 よって授賞されるよう推薦いたします。 
 
 
推薦の辞を述べられる高瀬氏 
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〔受賞挨拶〕 
 
奨励賞受賞者 挨拶 
 
                元中央大学付属高校教諭 保坂 治朗 
 
保坂治朗氏は、当日体調が優れなかったため代理として御子息の浩太様にご出席いただきました。 
 
ただいま紹介にあずかりました保坂でござい
ます。父親からこの授賞式に参加するようにと
連絡がありました。この私では多分、思い切り
場違いではないかと思っております。父親から
の連絡の際、「東亜同文書院って何だろう」と、？
が大きく浮かんだ次第であります。父親がずっ
と研究を、何をしていたかまでは詳しくは正直
分からなかったのですが、何かやっているなと
いうのは知っておりました。一介の高校の教員
が、なぜそこまで調べているのかなとは息子な
がら見ておりましたが、今日こういった場で皆
様にお言葉をいただく中で、すごいことをやっ
ていたんだなと実感しております。以前、父親
が愛知大学で講演をするというような話を聞い
たことがありますが、この時も私は詳しいこと
を聞いていなかったので、なぜ中央大学付属高
校の教師が愛知大学で講演をするのだろうと、
父親からあまり詳しいことは聞いていなかった
のですが、ずっと疑問に思っておりました。今
日皆様のお話を伺って、こういうことだったん
だなと、この場で知った次第でございます。父
親は本日体調がすぐれなく、来たかったという
ことを言っていたんですが、本日の授賞式の内
容は私から伝えさせていただきます。本人も喜
ぶかと思います。ただ家に居て体が動かない等
ではございませんので、また何か研究等はした
いと言っておりました。簡単なあいさつではご
ざいますが、本日はありがとうございました。
 
あわせて保坂治朗氏の同僚であられます中央大学付属高校教諭 饗塲実様よりごあいさつをいただきました。 
 
ただいまご紹介をいただきました中央大学附
属高校、饗塲と申します。保坂先生は私の先輩教
員でありまして、私が平成元年に学校に勤めてか
らは長い付き合いになりますけれども、ちょうど 12
年前ぐらいにですね、今から3代前の校長先生が
100 周年の学校史を作ろうという話が出まして、保
坂先生の方に話をされました。保坂先生は学校
の仕事として作るのはやはり気が重い、一切費用
とかその他いらないから自由にやらせてほしいと
いうかたちで、全部自腹を切って作っておりまし
たけれども、ちょうどその頃にですね、私に「きみ
東京同文書院があるというのを知っているか」と言
われまして、「東亜同文書院でしたら存じ上げて
おりますが、東京同文書院というのは何でしょう
か」という話をして、その時はですね、うちの学校
の前身の目白中学校が東亜同文書院と関係があ
るんだ、くらいにしか思っておりませんので、まあ
それであったらすごいなと。なぜ中央大学附属に
なったんだろうかと、そういう感じを持ってたんで
すが、その後学校の紀要にですね、保坂先生が
論文として成果を載せはじめまして。最初のころ
はやはり東京同文書院はかなり手こずったみた
いで、分からないことが多いと書いておりました。
そうこうしているうちに定年を迎えられて、その後
もかなりの頻度で学校に来られまして、保坂先生
が 100 年の学校史を仕上げるんだろうという話を
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しておりましたけれども、その頃の学内事情も
色々ございまして、作る作らないということもありま
して、結局保坂先生は手を離れてしまいました。
で、その後にですね、100 年史を作るという話が
出たときに、おまえが作れと言われまして、途方
に暮れておったわけなんですけれども、保坂先
生からもアドバイスをいただきまして、大変だけど
頑張ってくれと言われました。それで、保坂先生
が調べた業績をもう一度見直しまして、特にです
ね東京同文書院と目白中学校につきましては、資
料としましてはやはりこちらが出されている『東亜
同文会報告』と、東京都公文書館にあるものが一
次的資料として基本になってくるんですけども、
制度的な部分はかなりのことが分かりますが、先
ほどご紹介されておりました留学生の方、ベトナ
ム人留学生の話とかいう問題につきましては、どう
しても保坂先生が緻密に調べ上げた成果がなけ
れば分からなかったと思います。とかく制度的な
記述に走りがちであったんですが、保坂先生の
緻密な努力の結果、生き生きとした学校史になり
ました。ただ私も調べていく中で、やはりまだまだ
調べることがたくさんあるんだろうなと思います。
保坂先生はフィールドワークが好きな方で、愛知
大学の方にもお邪魔したり、通勤の定期券をわざ
わざ買って、しょっちゅう国会図書館に行って調
べられていたんですけれども、数年前に体調を
悪くされまして、つい一昨日、本人と話をした際
「私のようなものが授賞式に行っても宜しいんでし
ょうか」というような話をしたんですが、「どうぞどう
ぞ、お願いします」と言っていただきました。一日
も早い回復を願っておりますし、それから私もこう
いうかたちで関わらせていただきましたので、ま
た二人で、もっと研究を深めてまいりたいと思いま
す。どうもありがとうございました。 
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〔推薦の辞〕 
 
東亜同文書院基金奨励賞 
保坂治朗 殿 
 
                愛知大学東亜同文書院大学記念センター長 馬場 毅 
 
 保坂治朗先生は、勤務されていた中央大学附
属高校の校史を編纂する中で、その前史に旧制
杉並中学があり、これは 1935 年に旧制目白中学
が杉並区に移転する際に改称したものであり、そ
してこの目白中学は、1909 年に東京同文書院内
に日本人学生を教育するために設置されたことを
知り、それまでほとんど研究がなく、実態の明らか
でなかった東京同文書院について正面からとりあ
げて研究を進められました。 
 保坂先生のご研究は、東亜同文会による東京同
文書院の設立の経過、その所在地、目白中学を
含む教員スタッフ、中国人やベトナム人の入学者、
独特の教育のカリキュラムなどを、当時の日中関
係史の中で位置づけた大変優れた貴重な研究で
あり、すでにその研究の一端が講演記録として、
愛知大学東亜同文書院大学記念センター発行の
『同文書院記念報』VOL.17 に「目白にあった東京
同文書院」として載っていますので、ご存知の方
も多いかと思います。 
 ここで保坂先生のご研究に依拠し、私も最近東
京同文書院についての研究をしていますので、
若干の私見を交えて東京同文書院について簡単
にご紹介したいと思います。 
 東京同文書院は東亜同文会が設置、かつ経営
し中国人留学生に対して、全寮制のもとで日本語
の他に旧制中学程度の普通教育をして、専門学
校や大学などのより上級な教育機関に入るための
予備学校としての役割を果たしました。 
ところで 1895 年の日清戦争後、清国内部では
軍備の近代化などをすすめた洋務運動の破産が
明らかになるとともに、いち早く近代化を進めた新
興日本に学ばなければならないという機運が高ま
り、1899 年、清朝の高官で洋務運動の推進者の
一人でもある湖広総督張之洞が近衛篤麿公に依
頼し、自分の孫張厚琨を日本に留学させ、近衛公
はこれを学習院に特別に入学させ、宿舎として当
時自らが務めていた貴族院議長官舎の一室を与
えたことが、東京同文書院設立のきっかけとなりま
した。そして 1899 年、寄宿舎を設置し、東京同文
書院が正式に設立されました(場所は当時の牛込
区の山吹町(現在新宿区に所属))です。その後 4
回移動し、4 回目の 1905 年に当時の北豊島郡落
合村下落合(現在新宿区に所属)に引っ越しました。
最初入学したのは、張之洞の派遣した留学生の
一部と、東亜同文会が関係しており、日本語教育
をしていた福州東文学堂(中島真雄関係)から派遣
された留学生であり、彼らは清国のエリート予備
軍でありました。その後、1900 年の義和団事件の
発生により清国と八カ国連合軍との戦争が起きた
時、留学生の多くが帰国しましたが、1901 年、清
国が光緒新政を開始し、立憲改革を含む近代化
政策をとると、再び学生が増加し、官費学生のみ
ならず、私費留学生もふえ、中堅層の留学生が増
えていきました。特に1905年、日露戦争で日本が
初めてヨーロッパのロシアを破ると、多くの留学生
が日本に学びに来ました。 
東京同文書院の留学生は中央や地方政府から
派遣された者で多かったという特色あります。たと
えば張之洞から派遣された例の他に、1905 年以
後、奉天に小学、師範、中学教育を普及するため
に、奉天将軍が学生を送ってきたことがありました。
その他に 1905 年頃当時の東亜同文会副会長兼
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東京同文書院院長長岡護美が斡旋して、北洋、
南洋艦隊再建を目的として、海軍士官養成のため
に商船学校を経て、日本海軍での学習の段取り
をつけ、実際に留学生が派遣されてきました。辛
亥革命以後、1913 年、第二革命後に各省からの
依託学生として武官が派遣されてきて東京同文書
院で教育を受けました。 
ところで日露戦争後急増した中国人留学生は、
1907 年以後、日本国内で他校のやっていた速成
教育が批判されたこともあり、その数を減少させて
きました。そういう中で、施設に余裕があった東京
同文書院は、1909 年、施設内に日本人学生向け
の目白中学を併設し、それが後世まで続くことに
なりました。 
 なお東京同文書院を語るときに、特筆すべきな
のは当時フランスに植民地化されていたベトナム
人の独立運動家を教育したことです。ベトナム独
立の維新会を結成した独立運動家ファン・ボイ・チ
ャウ(潘偑珠)は、日露戦争の最中、日本海海戦の
直前の 1905 年 4 月に来日します。彼はその後当
時横浜にいた変法維新派の梁啓超に会い、ファ
ンは梁より野党の憲政本党の大隈重信、犬養毅、
東京同文書院副院長であった柏原林太郎を紹介
され、さらにこれらの関係を通じて、東亜同文会幹
事長根津一、日本軍人とも知り合いになります。彼
は最初、日本から武器援助を求めましたが、それ
は不可能な事だと知り、独立運動を遂行するため
に、多くのベトナム人留学生を日本に来させ、日
本で学ぶ東遊運動が始まりました。そして維新会
会首でベトナムの王族である畿外侯クォン・デが、
1906 年 4 月、横浜に上陸しました。維新会は、
1906 年 1 月、最初のベトナム人留学生が東京同
文書院に入学して以後、1908年、東京に約100名
(150 名という説もあります)のベトナム人留学生が
きており、そのうち 60 名が東京同文書院に在学し、
東京同文書院はベトナム人留学生教育の重要な
施設でありました。東京同文書院では、副院長柏
原林太郎のはからいで、フランス政府の要求によ
って日本政府が彼らに弾圧することを避けるため
に、彼らを中国人と称して偽名を用いていました。
そして東京同文書院は、彼らに日本語と普通学を
教えるとともに、有志が彼らの求めに応じて、独立
運動のために軍事教練を施しました。 
1907 年から 1908 年にかけて多くのベトナム人
留学生が日本にやってきていましたが、日本政府
は、フランス政府との間で、1907 年 6 月、日仏協
約を結び、日仏両国の清国での勢力範囲とフラン
スは日本の朝鮮での優越的地位を認め、日本政
府はインドシナ半島でのフランスの植民地支配を
認めました。この前後から、フランス政府の要求も
あり、日本政府はベトナムの独立運動への監視を
強めていき、彼らの独立の動きを弾圧していくこと
になりました。日本政府はフランス側の要求により
必死になってファン・ボイ・チャウ(潘偑珠)の行方
を追っていました。ところが 1908 年 5 月、ファン・
ボイ・チャウの行方がわからなくなり、東京の警視
庁は、東京同文書院が 12 月まで、日本政府の方
針に抗してお尋ね者ファン・ボイ・チャウを宿舎に
かくまったと推定しています。このことは特筆すべ
き事だと思います。 
しかしながら 1908 年 10 月以後、ベトナム人学
生は次々と帰国することになり、東遊運動は失敗
していきました。日本政府の退去命令を受けて、
ファン・ボイ・チャウは 1909 年 3 月に出国し、その
後中国で越南光復会を作り、クォン・デは日本国
内でしばらく身を隠した上で、11 月に出国し、東
亜同文会・東京同文書院の支援したベトナム独立
運動は、フランス政府の意を受けた日本政府によ
り挫折していきました。 
ところで辛亥革命が起こると、多くの中国人留
学生が帰国しました。その後、1913 年になると再
び学生数が増え、各省の武官の依託学生98名が
入学し、学生総数 392 名となり、1914 年には 394
名になりました。この時点で開設以来の入学者は
3000名をこえ、純卒業を含めて卒業者は854に及
んでいました。だが 1915 年、日本政府が 21 カ条
要求を出すと、それに反対して広範な排日運動が
起こり、多くの学生が帰国し、在学者は 32 名に激
減し、その後、2，30 名で推移し、二度と増えること
がありませんでした。さらに第一次世界大戦後、
ベルサイユ講和条約で山東利権が日本に譲られ
たのに抗議して 1919 年、広範な排日運動である
五四運動が起きるなどして、ついに 1922 年に、中
国の近代化のための人材養成に多大の功績をあ
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げた東京同文書院は閉校し、東亜同文会の手を
離れ、柏原文太郎の個人経営の日本人学生の教
育機関としての目白中学が存続しました。 
そしてそれに前後して、すでに激減している日
本での留学生教育するのではなく、中国人学生を
現地中国で教育しようとして、中国上海の東亜同
文書院中華学生部が設置されました。すなわち東
亜同文会はその後も中国人学生への事業を継続
していきました。 
 東亜同文会がこのように最初から，日本人学生
向けの教育だけではなく、中国人学生への教育
にも力をいれていたことも注目すべき事だと思い
ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
